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特集　新幹線技術

　東海道新幹線の開業以降，新幹線網は，山陽，東北，上越，北陸，九州，
北海道と全国に広がっています。さらに，現在も，九州，北陸，北海
道で延伸工事が進められています。ここでは，全国に広がる新幹線網
の計画と現在進められている建設の状況を紹介します。
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　ここでは，全国に広がる新幹線網の

計画と現在進められている建設の状況

を紹介します。

整備新幹線以前の新幹線鉄道
網の整備

　世界初の高速鉄道である東海道新幹

はじめに
　東海道新幹線が開業してから55年

が経過し，これまでの間，国鉄改革に

ともなう中断期間はあったものの，新

幹線ネットワークの整備は着実に進み，

現在は，路線延長約2,765kmで営業

されています。
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図1　全国の新幹線鉄道網

線（東京・新大阪間）は，1959（昭和

34）年に着工し，1964（昭和39）年の

東京オリンピック開会直前の1964（昭

和39）年10月1日に開業しました。そ

れまで，東京・大阪間は，在来線特急

で6時間以上を要していましたが，新

幹線ひかり号では，東京・新大阪間が
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4時間，開業1年後の1965（昭和40）

年からは3時間10分で結ばれました。

　次いで，山陽新幹線の新大阪・岡

山間が1967（昭和42）年に着工，1970

（昭和45）年には岡山・博多間が着工

し，1972（昭和47）年に新大阪・岡山間，

1975（昭和50）年に岡山・博多間がそ

れぞれ開業しました。

　この間，1970（昭和45）年に新幹線鉄

道による全国的な鉄道網の整備を図り，

国民経済の発展，国民生活領域の拡大，

地域の振興を図ることを目的とした全

国新幹線鉄道整備法（以下，「全幹法」

という。）が制定され，新幹線鉄道の整

備に関する制度が整えられました。

　全幹法では，新幹線鉄道を「主たる

区間を列車が二百キロメートル毎時以

上の高速度で走行できる幹線鉄道」と

定義し，その整備にあたっては，国土

交通大臣（旧運輸大臣）が，建設を開

始すべき新幹線鉄道の路線を定める基

本計画を策定し，必要な調査の後，基

本計画で定められた建設線の建設に関

する整備計画を定めることとされてい

ます。基本計画は，1971（昭和46）年

から1973（昭和48）年にかけて，18路

線が定められました。（このうち，成

田新幹線（東京都・成田市間）は失効。）

　その後，全幹法に基づき，東北新幹

線（東京・盛岡間）と上越新幹線（大宮・

新潟間）が1971（昭和46）年に着工し，

1982（昭和57）年に開業しました。東

北新幹線は，その後，1985（昭和60）

年に上野，1991（平成3）年に東京まで

延伸されています。また，東北新幹線

と直通運転をする形で，山形新幹線（福

島・山形間）が1992（平成4）年に，秋

田新幹線（盛岡・秋田間）が1997（平成

9）年に開業し，山形新幹線は1999（平

成11）年に新庄まで延伸されています。

整備新幹線とは
　整備新幹線とは，全幹法に基づき，

1973（昭和48）年11月に整備計画が決

定された北海道新幹線（青森市・札幌

市間），東北新幹線（盛岡市・青森市間），

北陸新幹線（東京都・大阪市間），九

州新幹線（福岡市・鹿児島市間），九

州新幹線（福岡市・長崎市間）の5路線

のことを指します。

　整備新幹線は，厳しい財政状況によ

る計画凍結や，国鉄の分割民営化など

を経て，現在は鉄道・運輸機構が一元

的に建設を担っています。これまでに，

北陸新幹線（高崎・長野間，1997（平

成9）年10月），東北新幹線（盛岡・八

戸間，2002（平成14）年12月），九州

新幹線（新八代・鹿児島中央間，2004

（平成16）年3月），東北新幹線（八戸・

新青森間，2010（平成22）年12月），

九州新幹線（博多・新八代間，2011（平

成23）年3月），北陸新幹線（長野・金

沢間，2015（平成27）年3月），そし

て北海道新幹線（新青森・新函館北斗

間，2016（平成28）年3月）の7区間が

開業し，総延長は約929kmになりま

す。現在は北海道，北陸，九州の3路

線3区間の建設を進めています。

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）

（1）区間の概要

　本区間は，新函館北斗駅から札幌駅

に至る線路延長約212kmの区間であ

図2　北海道新幹線路線図

図3　渡島トンネル

図4　羊蹄トンネル
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蹄山の山裾を通過する羊蹄トンネル

（延長約9.8km）などがあります。また，

2017（平成29）年6月の工事実施計画

の変更により，当初高架橋で計画して

いた札幌市街地区間（約7.4km）をト

ンネルに変更したことで，本区間で2

番目の延長となる札樽トンネル（延長

約26 .2km）を建設することとなりま

した。また，主な橋りょうは尻別川橋

りょう（延長340m），遊楽部川橋りょ

う（延長245m）などがあります。

（3）現在の進ちょく状況

　現在は，用地取得や設計等業務と並

行してトンネル工事を中心に工事を進

めており，用地取得率は24%，土木

本体工事着手率は78%，トンネル掘

削率は25%（用地取得率は面積，他は

延長ベース，2020（令和2）年3月1日

現在）です。本区間で最初に着工した

渡島トンネル（図3）をはじめとし，立

岩トンネル，内浦トンネル，羊蹄ト

ンネル（図4），後志トンネルなどにお

いても順調に掘削中であり，札樽トン

ネルにおいても発進立坑の工事着手を

行いました。このうち，羊蹄トンネル

では，比羅夫，有島の両工区におい

て，NATM（山岳工法）とシールド工

法の境界領域に適用する新しい施工シ

ステムとして開発したSENS（掘進は

シールドで行い，場所打ちコンクリー

トライニングを支保部材として，支保

の安定を確認した後，漏水処理工と二

次覆工コンクリートを施工するもの）

を採用しており，新幹線における過去

の2例のトンネルと比べ，高い水圧（最

大で0.54MPa）が想定されているほか，

直径30cm程度の礫
れき

の混在が想定され，

これらに対応したマシン仕様としてい

ます。

北陸新幹線（金沢・敦賀間）

（1）区間の概要

　本区間は，金沢駅から敦賀駅に至

る線路延長約125kmの区間であり

（図5），2012（平成24）年6月に工事

実施計画の認可を受け着工しました。

2017（平成29）年10月には工事実施計

画（その2）の認可を受け，現在鋭意工

事を進めており，2022（令和4）年度

末の開業を目指しています。なお，こ

のうち福井駅部の高架橋の一部（約

0.8km）は2005（平成17）年4月に先

行して着手しており，2009（平成21）

年2月には土木工事が完了しています。

　構造物種別ごとの延長は，路盤が

1.6km（約1%），橋りょうが15 .5km

（約14%），高架橋が59 .1km（約52%），

トンネルが38 .4km（約33%）です。ト

ンネルは全12箇所あり，明かり区間

の割合が約７割と高いのが特徴です。

（2）主な構造物

　本区間の主なトンネルは新北陸トン

ネル（延長約19 .8km），加賀トンネル

（延長約5.5km）などがあります。ま

た，主な橋りょうは手取川橋りょう

（延長約554m），九頭竜川橋りょう（延

長約409m）などがあります。このう

ち，深山トンネル（延長768m）は，近

接する中池見湿地が2012（平成24）年

7月にラムサール条約に登録されたた

図5　北陸新幹線路線図

図6　九頭竜川橋りょう

図7　敦賀車両基地

り（図2），2012（平成24）

年6月に工事実施計画の認

可を受け，現在鋭意工事

を進めており，2030（令和

12）年度末の開業を目指し

ています。

　構造物種別ごとの延長は，

路 盤 が11 .4km（ 約5%），

橋りょうが4.3km（約2%），

高架橋が27 .3km（約13%），

ト ン ネ ル が168 .9km（ 約

80%）です。トンネルは全

17箇所あり，他線区と比

較してトンネル区間の割合

が8割と高いのが特徴です。

（2）主な構造物

　本区間の主なトンネルは，

完成すれば我が国最長の陸

上トンネルとなる渡島トン

ネル（延長約32 .7km）や羊
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め，中池見湿地および周辺環境に与え

る影響を極力回避するため，2015（平

成27）年5月に平面線形および縦断

線形を変更しました。施工中におい

ても，発破の振動が鳥類へ与える影

響を考慮することに加え，周辺の湧

水量，水質や動植物のモニタリング

も実施し環境に配慮しながら工事を

行っています。

（3）現在の進ちょく状況

　現在は，土木工事を全面的に行っ

ており，用地取得率は99%，土木本

体工事着手率は100%，トンネル掘

削率は98%です（2020（令和2）年3月

1日現在）。本区間のトンネル工事は，

2019（令和元）年秋に加賀トンネル，

柿原トンネルが貫通し，橋りょう工事

では，一級河川をまたぐ九頭竜川橋

りょう（図6），手取川橋りょうが同年

初夏につながりました。敦賀車両基地

では，造成工事を行っています（図7）。

また，一部の軌道工事及び建築工事に

も着手しています。

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）

（1）区間の概要

　本区間は，武雄温泉駅から長崎駅

に至る線路延長約66kmの区間です

（図8）。2008（平成20）年3月に新幹線

鉄道規格新線（スーパー特急）として

武雄温泉・諫早間が工事実施計画の認

可を受け着工し，その後，2012（平成

24）年6月に着工済みの区間も含めて

武雄温泉・長崎間が一体としてフル規

格での認可を受けました。2017（平成

29）年5月には工事実施計画（その2）

の認可を受け，現在鋭意工事を進めて

おり，2022（令和4）年度の開業を目指

しています。

　構造物種別ごとの延長は，路盤が

5.3km（約8%），橋りょうが7.1km

（約11%），高架橋が13 .6km（約20%），

トンネルが41 .0km（約61%）です。ト

ンネルは全31箇所あり，延長1km未

満の短いトンネルが多いのが特徴です。

（2）主な構造物

　本区間の主なトンネルは新長崎ト

ネル掘削率は100%です（2020（令和2）

年3月1日現在）。2019（令和元）年6月

には久山トンネルが貫通し，全31本

のトンネル掘削が終了しました。終着

の長崎駅（図9）では，新幹線事業と並

行して進められている在来線の連続立

体交差事業や駅周辺事業と調整しなが

ら工事を進めています。現在は，建築，

電気および軌道（図10）などの設備工

事が最盛期を迎えています。

おわりに
　ここでは，これまでに開業した新幹

線鉄道の建設の経緯を振り返るととも

に，現在建設中の3線3区間の事業概

要と建設状況を紹介しました。今後も

鉄道・運輸機構は，関係者のご理解と

ご協力を賜りながら，これまで培った

技術力と経験を生かして，経済的かつ

品質に優れた安全な鉄道施設の建設に

努めて参る所存です。

図8　九州新幹線路線図

図9　長崎駅

図10　軌道工事状況

ンネル（延長約7.5km），

俵坂トンネル（延長約

5.7km）などがあります。

また，主な橋りょうは第

2本明川橋りょう（延長

約265m），千綿川橋りょ

う（延長約213m）などが

あります。このうち，原

種架道橋は，補強土一体

型橋台と門型ラーメンが

融合したGRS一体橋りょ

うとして初めて橋桁に

PC構造を採用し，耐震

性に優れ，維持管理が簡

易となるGRS一体橋りょ

うの適用領域の拡大を図

りました。

（3）現在の進ちょく状況

　現在の用地取得率は

99%，工事着手率，トン


